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9．Case Report 誌編集委員会

委員長　馬　場　　秀　夫

Surgical Case Reports について
　日本外科学会は，2015 年 1月 17日に Surgical	Case	Reports を創刊して早くも 1年を迎える．投稿開始
は，2014 年 8 月半ばからではあったが，2014 年は月 24 編，2015 年は月 39 編の投稿数となり，非常に順
調に進んでいる．

　投稿数については，2014 年は 120 編（国内 62 編）2015 年 479 編（国内 255 編）となっており，半分は
国内からの投稿となっている．2014 年度の 13 編のAccept についてもすべて国内からの投稿．2015 年は
114 編のうち国内からのAccept は 104 編．投稿およびAccept については，いづれにしても国内からの論
文が多数となっている．国内に続き，INDIA，TURKEY，UNITED	STATESとなっている．カテゴリー
別としては，Emergency	96 編，Colon/Rectum	73 編，Stomach/Duodenum	56 編．Accept 率は，2014 年
15.9％，2015 年 24.7％．国別判定結果としては，2014 年は，Accept	13 編すべて国内からの投稿となって
いる．2015 年は，Accept	 114 編のうち 104 編が国内からの投稿である．会員の年齢別投稿数をみると 30
代～40代からの投稿が多い．若手の登竜門としての位置づけとしての思いを込めた雑誌なので，その目的
に相応しい雑誌となっている．
　2015年 9月にはPubMed	Central に収載され，Surgical	Case	Reports のデータがPubMed	Central 上で
検索可能となった．
　投稿の手続きとしては，2016 年 1 月 15 日より当初の契約通りにAPC（Article	Processing	Charge）課
金制度導入となった．今までは会員・非会員にかかわらず，掲載料無料であったが，1月 15 日より会員
は，投稿の際，投稿サイトから掲載料免除の手続きを行うことにより掲載料（APC）が学会負担となり免
除される．手続きの方法は，外科学会HP上にてアナウンス済みである．APCを導入することにより，今
後の投稿への影響もあるかと思われるので，採択率なども再度検討していきたい．
　本委員会は，これまで 2回の編集委員会を開催した．創刊から 1年以上経過したこともあり，9月の理
事会では今までの投稿数およびAccept 数を鑑みて100編の掲載数から10編増加の 110編の掲載数の契約
となった．
　『Surgical	Case	Reports』は，オープンアクセス出版によるオンラインジャーナルで，外科学におけるあ
らゆる分野の症例報告を掲載している．
　また，オンラインジャーナルは，長さの制限がなく，動画も投稿可能というメリットもあるので，その
メリットを会員に周知すると同時に代議員に執筆依頼を行った．

ジャーナルタイトル：Surgical	Case	Reports
出版形式：オンラインジャーナル，オープンアクセス出版
出版頻度：年 1巻（採用順にオンライン出版）
掲載内容：Case	Report，Letter	to	the	Editor
出版開始：2015 年 1 月 17 日
初年度（2015 年）は無料．今年（2016 年 1 月 15 日から）日本外科学会会員は無料，非会員は 1,250 ユー
ロ
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電子投稿査読システムEditorial	Manager（http://www.surgicalcasereports.com/）より投稿
投稿に関する詳細については，Surgical	Case	Reports（http://www.surgicalcasereports.com/）の投稿規
定を参照
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